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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 16 年 11 月 10 日の中間決算発表時に公表した業績予想を下記の

とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．17 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 16 年４月１日～平成 17 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16 年 11 月 10 日発表） 

122,000 1,700 970

今回修正予想（Ｂ） 136,000 2,400 1,250

増減額（Ｂ－Ａ） 14,000 700 280

増減率 11.5 41.2 28.9

（ご参考） 
前期（平成 16 年 3月期）実績 

122,722 1,326 △686

 

 

２．17 年３月期業績予想数値の修正（平成 16 年４月１日～平成 17 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16 年 11 月 10 日発表） 

120,000 1,700 970

今回修正予想（Ｂ） 134,000 2,400 1,250

増減額（Ｂ－Ａ） 14,000 700 280

増減率 11.7 41.2 28.9

（ご参考） 
前期（平成 16 年 3月期）実績 

31,287 483 △723

 （注）平成 16 年 4 月 1日付で、当社 100％子会社でありました㈱ハピネット・ジェイピー、㈱ハピネッ

ト・ピクチャーズ及び㈱ハピネット・ロビンを吸収合併致しました。 



 

 

３．修正の理由 

 当社の各事業において好調に業績が推移しております。特に映像関連事業が中間期に引続き、下

期においても期初予想を上回る見込みであり、業績予想について上方修正を行うものであります。 

 売上高におきましては、映像関連事業ではＤＶＤ市場が順調に拡大していることに加え、インタ

ーネット通販最大手のアマゾン・ドット・コム インターナショナル セールス インクとの取引

が順調に推移しております。また、苦戦を強いられていたビデオゲーム事業では、新型携帯ゲーム

機や大型ヒット作品の相次ぐ発売により、回復の兆しが見えてきております。 

利益面に関しては、映像関連事業では、韓国作品「夏の香り」等の利益率の高い独占販売作品の

ヒットもあり、前回の見通しより好調に推移しております。また、玩具事業においては積極的な業

務改革の実行による販売管理費の大幅な圧縮・改善により、経常利益および当期純利益は前回予想

を上回る見込みとなりました。 

 

 

 

［業績予想に関する留意事項］ 

業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

以 上 


